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Ⅰ－２－１ 社会福祉学研究所 
 
はじめに 
 国民のライフスタイルや価値観の多様化、
少子高齢社会の到来、核家族化の進展など社
会情勢が大きく変わる中で、福祉ニーズが多
様化している。そうした中、国民の日常生活
を支援する仕組みの再構築が求められている。
そこで重要となるのが、「地域」の力であり、
住み慣れた地域で全ての人が安心して暮らせ
るよう地域社会が一体となった取り組みが行
なわれなければならない。 
 本研究所は、東洋思想の理念を柱として、
心も体も含めた全人格的ケア（トータルケア）
を身につけ、介護職のリーダーとなる人材を
養成する『東洋介護福祉学科』、「予防医学」、
「健康保持」の手段であるスポーツやレクリ
エーションを利用した援助技術を備えた人材
を養成する『スポーツ健康福祉学科』、地域の
人的な福祉資源を有効に活用、かつ開発し、
住環境や街づくりをも含めた生活全体の環境
の充実を図るなど、多様なサービス供給をマ
ネジメントし、地域福祉を推進する人材を養
成する『福祉環境マネジメント学科』、生活上
の様々な問題を抱える人々に適切な支援を供
給できる人材を養成する『臨床福祉学科』の
4 学科からなる『社会福祉学部』を基盤に、
人々の日常的な「生活」に深く関わる多様な
要素について様々な角度から研究することに
よって、「福祉」を解き明かし、「シャカイ」、
「モノ」、「ヒト」の相互作用における支援シ
ステムの開発と人材育成を目的している。 
 本稿では、研究所の基盤を成す社会福祉学
部各学科の研究教育の取り組みを公開してい
るオープンキャンパス（7 月 25 日、9 月 19
日実施）及び交流研修会の今年度の成果につ
いて報告する。 
 
 
 
東洋介護福祉学科 
1.学科教員紹介 
東洋介護福祉学科教員紹介ポスターを終日
展示し、本学科で行われている講義のコンセ
プトおよび担当教員を、 
1) 介護福祉領域 
2) 社会福祉領域 
3) 東洋医学領域、情報処理学領域 
4) 哲学領域、芸術領域 
5) 生活科学領域、語学領域 
の 5 カテゴリーに分類し、各領域を A1 サイ
ズカラーポスター(顔写真付き)で紹介、展示
を行った。このポスターを見ることで、各領
域のつながりを理解でき、さらに担当教員の
顔写真を掲載することで、来場者に学科をよ
り身近なものとして理解して頂くことを目的
とした。(渡邊一平) 
 
2.介護福祉領域 
 大学の卒業と同時に「介護福祉士」の国家
資格が取得できる当学科では、知識のみなら
ず「介護技術」の演習が重要な位置を占めて
いる。また、施設での介護実習を履修するに
あたり、学生自身が介護技術の習得ができる
よう積極的に練習に取り組んでいる。当学科
の学生が主体となり、来校される学生や保護
者の方に対して、講義や演習で学んだことを
生かして一緒にベッドメイキングや高齢者疑
似体験を実施したり、介護福祉用具の使用説
明を行った。 
 
１)ベッドメイキングの演習 
ただシーツを敷くだけではなく、シーツを
開げやすくする為にはどのようにたためばい
いのかを考え、また、ボディメカニクスを考
えた体の動きを演習した。 
２)高齢者疑似体験 
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高齢者疑似体験セット(うらしま太郎)を装
着しいろいろな動きを体験するなかで、高齢
者の身体状況や気持ちの理解を促し、高齢者
に対し今後どのように接していけばいいのか
を具体的に説明した。 
 
３)介護福祉機器や用具の使用説明 
特殊浴槽・車椅子(コンフォート型、ワンハ
ンドスカル等)・電動ベッド(3モーター、4モ
ーター)・エアーマットなどの福祉機器や食事
関連の自助具、入浴関連の福祉用具、また、
講義の一環として学生自身が考案した介護用
具についても使用目的・使用方法について説
明した。 
 
 学生が直接演習や説明をするうちに、来室
者と良い人間関係が生まれ、施設実習の状況
や講義内容、大学生活のことなど質問をうけ
親身になり説明を行った。(松本由美子、稲田
弘子、平川公子、貫 優美子) 
 
3.東洋医学領域 
東洋医学領域における催しとして、 
１)「あなたは、どの色で食欲が湧きます
か？」(12時～15時) 
２)体験！介護ツボ刺激(12時～15時) 
を実施した。 
１)は、ゼミの一環として、色彩が食欲に与
える影響について、簡単なアンケート調査を
実施した。5 色(赤、青、黄、黒、白)のマッ
ト上に典型的な和食を用意し、来場者に対し
て、食欲が湧く色に関するアンケートおよび
東洋医学的体質に関するアンケート調査を実
施し、両者を比較検討した。 
２)は、介護技術の一つである「足浴」に応
用できる有効な技法の一つとして、ツボへの
刺激があり、さらにこのツボ刺激は、介護現
場における非言語的コミュニケーションの手
段として用いることが期待できることから、
ツボを心地よく刺激されながらコミュニケー
ションをとることを、希望者のみに体験して
いただいた。また教員(鍼灸師)が、来学者に
自宅における肩こり、眼の疲れ、足の冷えな
どの発現時の効果的な経穴(ツボ)の場所と押
し方をレクチャーした。 
東洋医学ブース来場者数は58名(夏期のみ。
秋期は不明)で、性別、年齢構成は以下の通り
であった。(渡邊一平) 
     表1 来場者の性別 
    
 
 
 
 
 
 
性別
男性
女性
52% 48%
     表2 来場者の年齢 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢
51%
26%
2%
11% 6% 4%
１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代
4.生活科学領域 
高齢者、食、介護食をキーワードに本学科
の必修科目である家政学実習Ⅰの紹介を行っ
た。 
１)日常食から介護食への展開 
介護食としてゼラチンを用いたにんじんゼ
リーを作り、試食コーナーを設けた。また、
日常食から刻み食、さらにミキサー食への展
開を示した。刻み食は調理したものを細かく
刻み、また隠し包丁を入れ食べやすいように
した。日常食をミキサーにかけるときは、見
た目においしさを感じ食欲をおとさないよう
にするために一品ずつミキサーにかけ、日常
食の盛り付けと見た目が同じになるよう工夫
した。 
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5.進路相談 ２)障害者用調理器具・食器具の展示 
高校生や保護者には、当学科の理念や講義
内容、将来取得できる資格や就職状況など、
個別に進路相談を行い、研究教育の内容を明
確化した。 
障害者用調理器具・食器具の展示を設け、
デモンストレーションを行なった。障害者用
調理器具として、利き腕の麻痺など障害があ
る場合でも食材を切ることができる包丁や固
定式まな板、目の不自由な方でも使用できる
点字音声式電磁調理器、固定式食器洗浄たわ
し、食器具として食事介助に便利なスプーン、
フォーク、箸、滑り止め付き皿及びトレーな
どの使用方法説明を行なった。 
 
 
スポーツ健康福祉学科 
社会的背景として、「寿命 80年時代」や「健
康日本 21推進ガイドライン」1)にみられるよ
うに、健康への全国的な関心は高まるばかり
である。そこで先ず、“個々人の体力年齢を自
覚する”ことをテーマに、体力テストを実施
した。当科を訪れる年齢層は幅広いことが予
想され、一般的に実施されている体力テスト
は現実的でないと判断し2)、以下に示す項目
を行った。 
 
見学者数は 2 日間で 70 人程度であり、そ
のほとんどは高校生とその保護者、その他受
験を希望している社会人であった。高校生は
本学科の受験を希望している方が多く、目的
意識がはっきりしている高校生の来場が目に
ついた。にんじんゼリーの試食をした来場者
は、にんじんの生臭さがなく、口当たりがな
めらかで高齢者も安心して食べることができ、
おいしいという感想があった。また、刻み食、
ミキサー食の盛り付けは、見た目が日常食と
変わらず、おいしさを視覚から感じることが
でき、このようなひと工夫が高齢者の食欲に
つながるのであろうという感想もあった。 
 
表 3   高齢者用体力テスト･生活習慣チェック記録用紙 
 
食が多様化しているなかで、介護食作りは
見た目もおいしく食べやすくするために様々
な工夫を凝らしている。これまで慣れ親しん
できた食習慣をもつ高齢者に食事を提供する
際、栄養面や嗜好を配慮することはいうまで
もなく、見た目もおいしくするために調理に
やさしさを加えてあげることが大切である。
また、毎日の日常食から介護食へ労力をかけ
ずに介護食を作ることができ、子どもでも高
齢者でも同じ献立の食事を摂ることができる
ことは、食事を作る側、高齢者の双方にとっ
て嬉しいことである。このように思いやりの
ある豊かな人間性をもつ介護福祉士を養成す
ることがわれわれの目標である。(亀山 春、
藤田倫子)  
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表  4  高齢者の健康と福祉についての調査表
１)体力テスト 
ａ. 握力 
ｂ. 閉 眼片足立ち 
ｃ.手伸ばしテスト 
ｄ. ソーダ・ポップ 
ｅ. アップ・アンド・ゴ  ー
 
２)生活習慣チェック 
ａ. 生活習慣旁危険因子点数 
ｂ. ライフスタイル点数 
ｃ.QOL点数 
ｄ.  ADL点数 
 
 これらの項目を測定･記録するため記録用紙
を個々人に所持してもらい、測定の都度測定
者により記入した(表 3)。 
１)体力テストの実施方法は、ａ.握力は、握
力計を用いて右手、左手のそれぞれについて
最大に握ることのできる筋力を測定する。ｂ.
閉眼片足立ちは、眼を閉じて片足を上げた状
態を維持する能力(平衡性)を調べる。c.手伸ば
しテストは、立位の姿勢から腕を前に伸ばし
(ちょうど「前へ倣え」の状態)、腰を曲げなが
らどこまで遠くに指先を身体からはなせるか、
を cm(センチメートル)単位で測定し、身体の
柔軟性やバランスを調べる。 
ｄ.ソーダ・ポップは、巧緻性、敏捷性をテス
トする項目で、机の上のジュース缶の天地を
できるだけ速くひっくり返すという動作、こ
の動作を等間隔で並べた 3本の缶について順
番に行い、その時間を競うテストである。参
加者は、かなり真剣に取り組んでおり測定者
もおもわず応援してしまう。ｅ.アップ・アン
ド・ゴーはｄ.のソーダ・ポップと同様、敏捷
性を調べるテストでだが、ソーダ・ポップと
異なり全身性を評価する。先ずいすに座り、
合図とともにコーンを回り、またいすに座る
という動作をできるだけ素早く、歩いて行う。 
これら 5項目の体力テストの結果を標準値
の数値と比較し現在の体力年齢を評価する。
一喜一憂の一コマが見られ、参加者は楽しみ
ながら体力年齢を認識されていた。 
２)生活習慣チェック3)は、用意された問診
表(表 2～5)への記入により評価した。検討項目
はａ.ライフスタイルについて、b.危険因子につ
いて、c.QOLについて、ｄ.その他から構          
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表 5  ADL(日常生活活動テスト) 
成され、ADLの問診事項も別途回答いただい
た。具体的な質問、そして、回答欄のシンプ
ルさにより参加者は気軽に記入されていた。 
体力テストの成績、生還習慣チェックの結
果から、参加者の現在の健康状態、これから
の生活のヒントがアドバイスされた。参加者
は生活の注意点などには特に関心が高く、納
得した様子で帰っていかれた。 
スポーツ健康福祉学科の催しに参加いただ
いた人数は 74 名だった。この数字は全項目
に参加し測定した人数であり、高校生による  
“スポーツ健康福祉学科”への質問者を含
んでいない。短時間であったが、多くの方々
がスポーツ健康福祉学科に興味･関心をもたれ
ていたものと思われる。また、体力測定に熱
心であったことから参加者の「健康」への関
心も高く、今後の QOL の向上にも有効につ
ながったものと考えられる。今回のオープン
キャンパスのテーマに“個々人の体力年齢を
自覚する”を掲げていたが、十分に目的を達
成できたものと思われる。(小川芳徳) 
表 6   高齢者用健康体力テスト評価表 
 
 
 
福祉環境マネジメント学科 
本学科の取り組みとして、障害等や高齢者
等の当事者でありながらQOLの高い生活を実
現している方との交流研修会を実施した。本
研修会の目的は、今後、QOL をテーマに研究
を進めていくための基礎づくりの一環として、
QOL 向上を実現したさまざまな分野の当事者
から講話をいただくことで、QOL の向上に必
要となる要素について学ぶことにある。あわ
せて、将来、当事者の QOL向上の支援者とな
る本学学生にも当事者のありのままの生活を
理解させることによって、QOL の向上に必要
な援助の方法を学ぶ動機付けとした。 
１)延岡市に居住する高齢者、障害者の中か
ら、QOL の向上を実現している人々を選
定し、QOLをテーマに講話をいただく。 
２)講話に基づいて、教員と学生が少人数の
グループになって QOL についてディスカ
ッションを行う。 
３)学生については、冬季休業を利用し講話
をいただいた当事者が関わる福祉現場で
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体験実習を行い、生活の状況をともに体
験し共感を得る。教員はその現場を訪問
し、講話では得られなかった意見を聞き
取る。 
４)現場体験の報告会を行い、まとめる。 
表 7 QOLの向上を実現した当事者の講話内容 
 分野 講話内容 
???
 
???
 
山崎力子(延岡ボランティア協会顧問・
８６歳) 
退職後ボランティアをはじめたきっ
かけ 福祉・環境ボランティアへ取り
組む姿勢と活動内容 独居高齢者とし
ての生活 
??
?
 
???
?
?
 
矢野光孝(身体障害者通所授産施設施
設長) 
自らが障害を負った経緯、障害受容、
障害者施設建設・運営について 
??
?
 
??
?
?
?
 
工藤慶子(施設長)、牧野絵里子(当事者)
カンナ工房(パン製造、販売) 
施設長からは精神障害者の通所授産
施設建設までの取り組み、運営  当
事者からは障害受容、障害者としての
思い 
???
 
????
 
清島明子(障害児の放課後を考える
会・会長) 
障害者の保護者として、障害児放課
後保育事業の計画 
???
 
???
?
?
 
藤崎えり子(先天性四肢障害・夢つづり
の著者) 
父母や家族との関わり、施設利用の
受容 考え方生き方 
???
 
???
?
?
 
横山加代子(知的障害者の親の会) 
障害児を育てる努力、家庭での取り
組み、地域福祉への思い 
???
 
???
 
野田義信(片マヒ、失語症)寿子(介護者)
夫妻 
受傷の経緯、障害受容、毎日の生活
介護生活、暮らしの楽しみ 
 
 
写真3 パン工房で働くことでQOL向上を実現した当事者の生活の様子 
 
評価 
高齢者や障害者の方にとって、QOLを高め
るためには数々の困難が存在し、自身の努力
と家族や仲間、ボランティアなど多くの援助
者の協力によってそれらを克服することによ
って、質の高い生活を送っていることを理解
することができた。 
研究を進めるに当たっての方向性として、
これらの困難を乗り越える力の源や乗り越え
てゆくまでのプロセスについて解明し、同時
に、困難を克服できず QOL の向上を図る必
要がある多くの当事者が当面している問題解
明に取り組んで行く。(山﨑きよ子、三宮基祐) 
 
 
 
臨床福祉学科 
 臨床福祉学科では、心のサポートも含め実
践力のある社会福祉士の養成を行なっている。
そのため、社会福祉士に必要な福祉関連科目
だけではなく、事象を広い視野から見るため
の教養科目、直接心にかかわる心理学の科目
などの教育に力を入れている。 
 以上のような本学科の教育を踏まえ、高校
生や地域の人々の心の健康のために、実際に
学生が活動し、さらに学生に直接援助の方法
を定着させることを目的とする。 
１.活動の方法 
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１)実施日 
 平成 16年 7月 25日、9月 19日 
２)対象者 
 高校生とその家族、一般人で、心理テスト
「エゴグラム」4-6)の実施を希望した 310名(7
月 25日 210名、9月 19日 100名) 
 
２.活動内容 
 本学学生延べ 27 名(7 月 25 日 13 名、9 月
19日14名)が、対象者1人に対して1人付き、
「エゴグラム」を行ない、その結果をフィー
ドバックする。 
 
３.活動の実際 
１)通常の本学講義で 
 心理テスト「エゴグラム」は、交流分析に
基づくものであり、本学講義内でもよく触れ
られているものである。 
 交流分析はアメリカの精神科医Berne、 E。
が 1950年代後半から提唱したものであり、
互いに反応しあっている人々の間に行われて
いるコミュニケーションを分析することであ
る。その目的とするところは、自己を知り、
対人関係を改善することである。そして、い
つでもワンパターンの反応ばかりしたり、そ
の場にふさわしくない行動を取ったり、１つ
のことにいつまでもこだわったりせずに、時
と場所に応じて自分をコントロールすること
を勧めるものである。さらにどういう自分を
演じるかはその人次第だとする。具体的には、
「私」の中に「3人の私(P・A・C.)」がいる 
 
表 7 交流分析による自我の５つの機能 
C.P 幼児期に親や親的役割の人から取り
入れたもののうち、「～しなさい」
と命令したり、支配したり、非難し
たりすることなどを再現するパター
ン。 
NP 幼児期に親や親的役割の人から取り
入れたもののうち、「よかったね」
とほめたり、人の世話をしたり、保
護したりすることなどを再現するパ
ターン。 
A 事実に基づいて物事を判断して、い
ろいろな戦略に基づいて問題解決の
ために行動するパターン。 
FC. 「わー、かっこいい！」などの感嘆
詞をよく使い、幼少期に自分が望む
ように行動していたときを再現する
パターン。 
AC. 「～していい？」のように人に気を
使うなど、幼少期に親や親的役割の
人達の要求や期待に沿おうとして、
順応的に行動していたときを再現す
るパターン。 
と考える。P・A・C.は機能の面からさらに 5
つに分けられる(表 7)。ある状況において、そ
のうちの 1つが主導権を握り、その人の反応
として表れると考えるのである。 
 この交流分析の理論に基づくエゴグラムは、
P・A・C.の自我状態の精神エネルギーを量的
に描いたグラフである。そして、その人のP・
A・C.のどれが主導権を握りやいかを明らか
にできる。この考え方による健全なパーソナ
リティとは、P・A・C.が特定のものに偏らず、
全体的にバランスが取れているもの、そして、
現実原則に従う A が P や C.に侵されず十分
に機能し、PとC.の間の葛藤を調停して、統
合をはかっているものと考えられている。し
かし、偏りは誰にでも見られ、それが性格と
してとらえられるのである。 
 本学の講義では、このような理論は元より、
学生に実施、さらに学生自身による分析を行
なっている。そのため、学生にとっては、比
較的なじみのある心理テストといえる。 
 
２)事前学習会 
 心理テストの実施に先立ち、事前学習会を
開催した。まず、「エゴグラム」の理論につい
ての説明を行ない、次に各自で実施し、さら
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にそれを学生自身に分析させた。その際のフ
ィードバック用の資料も学生が作成したもの
である。 
 「エゴグラム」は心理的エネルギー量の分
布がわかりやすく、グラフに表されるものだ
が、その後の解釈やフィードバックについて
はある程度の熟練を要するものである。特に、
対象者と向き合う姿勢や言葉には落ち着いた
細かな配慮が求められる。 
 また、質問紙の提示やフィードバックの方
法についても指導し、学生同士でも確認し合
った。 
 
３)実施 
 実際には、①対象者の誘導(入室)、②質問
紙の提示、③実施の説明、(対象者の質問紙記
入)、④結果の集計についての説明、⑤フィー
ドバック、⑥対象者の誘導(退室)という流れ
であった。 
 学生は、始めは緊張していたが、慣れてく
ると行動も会話もスムーズであった。また、
時間によっては対象者が殺到したため、会場
全体が慌しい雰囲気になることもあった。し
かし、対象者には「(学生から)言われたこと(フ
ィードバック)がよく思い当たった。」「わかり
やすかった。」との声があり、概ね好評であっ
たと言えよう。また、学生たちは、他者に説
明をする難しさを実感し、自分なりの工夫を
重ねることができたようであった。 
 
４.展望 
 これからは、学生たちにさらに心理テスト
についての指導を行ない、知識のみならず、
心構えや言葉についても専門家としての態度
が身に着くようにしたい。そうして、地域の
QOL に少しでも貢献できることを望みたい。
(田中陽子) 
 
おわりに 
 以上のように人々の日常生活の視点に根ざ
した様々な領域を網羅した研究教育をとおし
て、地域において全ての人々が豊かな生活を
送ること、すなわち QOL を維持し、尚且、
向上することを手助けする「福祉」の推進の
ための具体的成果を挙げることを目指してい
る本研究所にとって、今回報告した活動は、
地域住民の「福祉」に対する意識づけを喚起
する機会となったといえる。「福祉」は、地域
社会によって実践されることであり、このよ
うな活動を計画的に実施していくことが、「地
域」の力を増大させる一つの材料となるので
はないだろうか。 
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